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　小さな子どもから高齢者まで、約30人のメ
ンバーで地域の美しい田園風景を後世につなげ
る活動を行っている恩名下坪保全会。遊休農地
を利用した花壇には四季折々の花々が植えら
れ、通行人の目を楽しませています。地域の人
たちにとっても、コミュニケーションをとる憩
いの場となっています。

恩名下坪保全会

　古民家の調査や再生等を行い、その土地の風
土や景観を大切にし、地域に残る日本の伝統建
築を次の世代につなぐ活動をしている古民家再
生協会。154年の歴史ある山川邸の補修を行い、
さまざまなイベントを実施しながら活用してい
ます。これからも地域の皆さんと協力して歴史
ある古民家を大切に管理していきます。

(一社)茨城県古民家再生協会

　明治37年の建築以来、今日まで多くの子ど
もたちが通ってきた赤門。歴史ある赤門を次世
代につなげていってほしいという地域の人たち
の思いから、学区内34自治会・住民からの寄
付等を受け、従来の形を維持したまま耐震補強
工事を行いました。これからも一小に通う児童
たちを見守り続けます。

古河第一小学校 赤門

　江戸時代末期からおよそ170年以上使用して
いる諸

も ろ

味
み

蔵と木おけを使い、醤油を製造してい
る大橋醤油店。先祖代々受け継がれてきた酵母
菌で昔ながらの醤油造りを続けています。明治
維新や関東大震災を乗り越え、大切に守られて
きた蔵と酵母菌で、これからもおいしい醤油を
皆さんに届けていきます。

大橋醤油店 諸味蔵

次 世 代景観への想いを へつなぐ人たち
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古河市景観審議会委員
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